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調査

は じ め に 

南あわじ 市 誕生 か ら 5 年 が 経ち まし た が 、 広 大 な 農地 を 有する 南あわじ 市 で は 、 現 在 も 周 場 整備 事業 

を 主 と す る 大 規模 開発 が 続い て お り ま す 。 

この た び 、 平成 18 年 度 に 実施 し た 埋蔵 文化 財 発 掘 調査 の 成果 を 報告 させ て いた だ く こ と に な り ま し た 。 

この 年 も 大 規模 な 賠 場 整備 事業 に 伴っ た 調査 が 行わ れ 、 年 間 調 査 面積 は 埋蔵 文化 財 調査 事務 所 設置 以来 、 

最大 量 と な り ま し た 。 中 で も 平成 17 年 度 よ り 継続 し て 調査 を 行っ た 木戸 原 遺跡 は 、 勾 玉 や 管 玉 と いっ た 

様々 な 消 石 製 品 や 韓 式 系 土器 ・ 鉄 角 な どの 出土 品 や 大 型 建物 か ら 、 古 墳 時 代 の 中 央 政権 で あっ た 大 和 王 

権 と 結び つき を 持っ た 拠点 的 集落 で あっ た と 考え られ 、 当 市 の 歴史 を 考え る 上 で も 重要 な 遺跡 と な り ま 

し た 。 こ の よう に 、 発 掘 調査 の 成果 に よっ て 地域 の 歴史 も 序々 に で は あり ます が 、 解 明 し て いき つつ あ 

り 、 文 化 財 行政 に と っ て も 非常 に 喜ば し いこ と と 言え る で し ょ う 。 

今回 刊行 いた し ます 年 報 は 、 調 査 概要 と いう 形 で 不 十分 さき も ある と は 思い ます が 、 今 後 も さら な る 色 

力 に より 地域 史 の 解明 と 当 市 の 文化 財 保護 と 理解 に 努め て いく 所 存 で す の で 、 ご 支援 腸 り ます よう よろ 

し く お 願 いし ます 。 

最後 に な り ま し た が 、 本 書 を 作成 する に あたり 、 ご 指導 ご 協力 いた だ いた 方 々 に 対し 、 厚 く 感 謝 を 申 

し 上 げ ま す 。 

南あわじ 市 教育 委員 会 

例 言 

1. 本 書 は 、 南あわじ 市 教育 委員 会 が 2006 (平成 18) 年 度 に 実施 し た 、 埋 蔵 文化 財 調 査 の 記録 で ある 。 

2. 調査 は 南あわじ 市 埋蔵 文化 財 調 査 事 務 所 の 山崎 裕司 ・ 坂 口 弘 貢 ・ 定 松 佳 重 ・ 的 崎 薫 ・ 谷 口 欄 ( 現 丸 

晶 市 教育 委員 会 )・ 清 岡 廣 子 ( 現 香芝 市 教育 委員 会 ) が 担当 し た 。 

3. 出土 遺物 の 整理 作業 は 、 赤 井 友美 ・ 市 場 一 也 ・ 宇 治田 力 ・ 垣 脇 美奈 子 ・ 白 川 容 二 ・ 新 崎 都 ・ 筒 井 健 

司 ・ 富 岡 美 早 子 ・ 豊 田 亜希 子 ・ 要 本 早苗 ・ 三 宅 靖 子 ・ 演 崎 真 紀 ・ 濱 本 善 美 が 行っ た 。 

4 . 本 書 の 編集 は 、 的 崎 が 行っ た 。 執筆 “レイ アウ ト は 文末 に 記し て いる 。 調査 担当 者 に つい て は 、 調 

査 一 覧 表 に 記す 。 

5. 各 遺 跡 の 発掘 調査 お よび 本 書 作 成 に あたっ て は 、 多 く の 方 々 の ご 協力 と ご 指導 を いた だ いた 。 こ こ 

に 記し て 深く 感謝 の 意 を 表す る (敬称 略 )。 

石野 博信 ・ 伊 藤 宏幸 ・ 浦 上 雅史 ・ 大 平 茂 ・ 定 森 秀 夫 ・ 杉 井 健 ・ 村 上 恭通 ・ 森 岡 秀 人 ・ 森 本 徹 ・ 山 上 雅 

弘 ・ 渡 辺 昇 
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第 1 節 埋蔵 文化 財 調査 一 覧 表 及 び 調 査 位置 図 

| 調査 期間 成果 概 要 
| 
| 弥生 時 代 中 世に か け て の 遺構 ・ 遺 物 を 確 
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墳 時 代 中 期 の 堅 療 住居 ・ 掘 立柱 建物 ・ 橋 列 ・ 土 抗 と 

し て いる た め 、 建 物 番 号 は 4 区 か ら の 番号 を 引き 継い 

土塊 な ど を 確認 し た 。 こ の 調査 区 は 3 次 調査 4 区 の 北側 に 連続 する 大 型 建物 集中 区 で あり 、 4 

東西 辺 が 10.0m で 南北 辺 が 10.8m の 巨大 な 方 形 住居 で 、 棚 列 2 に よっ て 北 と 東側 が 囲ま れ 
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器 (2) と 、 ふ る い に よ る 埋 士 の 精査 な ど で 幅 玉 7 ・ 管 玉 4 点 が 出土 し た 。 管 玉 は 碧 玉 製 で 、 ほ ぼ 同 じ 

星 所 か ら 出 土 し て いる こと か ら 一 財 5 の 製品 で ある 可能 性 が 高い 。 

臨 六 住居 3 北東 辺 4.1m ・ 南 西 辺 4.7m で 4 本 の 主 柱 穴 を 確認 し て いる 。 土師 器 ・ 須 恵 器 ・ 軟 質 韓 式 系 
土器 (3 )・ 昌 玉 11 点 が 出土 し て いる 。 
建物 6 柚 列 1 に よっ て 区 画 さ れ て いる 。 棚 列 を 構成 する 遺構 48 よ り 、 
無 文 鏡 が 出土 し て いる 。 直径 2.2em、 厚 さ は 0.1am で ある 。 針 は 僅か な ニー トー ( ) 
突起 で 表現 され 、 実 用 品 で は な く 祭 礼 具 と し て 使用 され た 可能 性 が 高 - 。 | 
い 。 無 文 鏡 の 出土 と 総 柱 建物 で ある こと か ら こ の 建物 は 特殊 な 建物 と il 
考え られ る 。 建 物 の 柱 穴 よ り 計 9 点 の 臼 玉 が 出土 し て いる 。 区 建物 6 人 遺 構 48 出土 錠 
建物 8 4 x 4 間 の 建物 で 南北 方 向 の 屋内 棟 持 柱 を 持つ 。 柱 穴 よ り 計 2 点 の 手玉 が 出土 し て いる 。 
建物 9 側 柱 の 柱 間 や 柱 穴 の 規模 に ば ら つ き が 見 られ る が 、 桁 行 2 間 お き に 相対 する 両 妻 柱 を 結ぶ 柱 穴 
が 見 られ る こと か ら 間 仕切 柱 を 持つ 建物 と 思わ れる 。 こ の 建物 の 東側 に は 相 列 3 が 並ぶ 。 
主 な 遺構 の 前 後 関係 は 、 建 物 6 ・7・ 8 ・ 堅 住居 2 一 堅 大 住居 3 一 建物 5 ・9 ・10 ご 建物 3 と な り 、 
この 集落 の 最盛 期 は 建物 6 ・7 ・ 8 ・ 堅 穴 住居 2 の 時 期 と 考え られ る 。 

【A 区 】 

夫 場 面 の 調査 区 で 面積 は 2.854 豆 で ある 。 円 形 堅 穴 住居 5 棟 ・ 方 形 堅 穴 住居 7 棟 ・ 掘 立柱 建物 42 棟 ・ 

堅 穴 住居 3 

溝 ・ 土 ・ 募 な ど 弥 生 時 代 後 期 ・ 古 

長径 11.2m・ 短 径 10.7m の 大 型 円 形 住居 で ある 。 中 央 土質 は 2 段 に な っ て お り 、 外 輪 の 長 

テー 

1 区 腎 穴 住居 2 1・2 

腎 穴 住居 3 “lo 

墳 時 代 中 期 ・ 律 令 期 ・ 中 世 の 遺 構 を 多数 確認 し た 。 

ーー 6 ii
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径 3.5m・ 短 径 2.6m、 内 輪 の 長径 1.7m・ 短 径 1.2m を 測る 。 外輪 部 に 4 本 柱 が ある 。 周壁 を 切り 込む 形 

で 直径 20am の 柱 穴 が 等 間隔 で 並ぶ 。 側 壁 擁護 杭 の 可能 性 も ある が 、 壁 を 切っ て いる こと か ら 壁 を 立て る 

器 が 出土 し て いる 。 中 に は 弧状 に 粘土 を 貼り 付け て 把手 状 に た め の 支 柱 と 思わ れる 。 弥生 時 代 後期 の 

炭化 物 が 認め られ 、 主 柱 穴 が 5 本 で あ 
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A 区 _ 堅 穴 住居 6 

1 間 の 柱 問 は 狭く 、1.01.5m で ある 。 柱 穴 か ら の 遺物 は 少な い が 、 弥 生 土器 が 出土 し て いる 。 

この 建物 と 平行 する 東側 の 溝 か ら は 、 弥 生 土 器 が 多く 出土 し 、 建 物 1 は 弥生 時 代 の 建物 で ある 可能 性 が 

高い 。 

建物 1 

ri/ 

足 鍋 の 

地 鎮 を 行っ た 可能 性 が 高い 。 

1 間 が 1.7 ご 2.7m で ある 。 土師 器 や 須恵 器 提 鉢 が 出 

2 X 2 間 の 建物 で 北側 に 紅 が 付く 。 建 物 を 構成 する 柱 穴 で ある 遺構 536 か ら は 土師 器 

脚 部 や 肩 部 に 平行 タタ キ の 上 か ら 花 文 状 の 模様 を 施し た 須恵 器 の 覆 が 出土 し た 。 遺構 571 か ら は 大 小 の 

大 き さ に 大 別 で きる 土師 器 や 須恵 器 が 出土 し た 。 直径 7 へ 8 am の 底部 糸 切り の 土師 器 皿 が 9 個体 以 
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A 区 建物 6 遺構 571 1 ご 8 遺構 536 9・10 

建物 23 建物 の 柱 穴 で ある 遺構 1052 か ら 須 恵 器 模 偽 土 師 器 の 天 が 出土 し て い 

る 。 こ の よう な 土器 は 南あわじ 市 内 で は 雨 流 遺 跡 ・ 辻 ノ 内 遺跡 ・ 片 山 遺 跡 か 

ら 出土 し て いる 。 

建物 33 _2x3 間 の 建物 で 染 行 ・ 桁 行 と も に 1 間 1.8m で ある 。 柱 穴 は 方 形 も 0 人 < 

し く は 椿 円 形 を 呈し 、0.50.9m の 大 型 柱 穴 で ある 。 桁 行 の 北側 と 南側 の 柱 ーー 一 

間 中 央 に は や や 小さ め の 柱 が 染 行 と 筋 を 揃え て 並ぶ 。 間 仕切 り の 可能 性 も 考 

えら れる 。 柱 穴 か ら 律 令 期 の 土師 器 ・ 須 恵 器 ・ 円 面 旭 の 脚 部 片 ・ 製 塩 土 器 ( 丸 底 V 式 ) が 出土 し て いる 。 

掘 立柱 建物 で 時 期 が 明確 な 建物 は 半数 に 満た な い が 、 現 段階 で 確実 な ら も の だ け を 大 ま か に 整理 する と こ 、 

A 区 建物 23 遺構 1052 

弥生 時 代 後期 は 建物 1 、 古 墳 時 代 中 期 は 建物 28・29、 奈 良 時 代 後半 ー 平 安 時 代 初 頭 は 建物 30・33、 鎌 倉 

時 代 の 掘 立柱 建物 は 全て 併存 する の で は な く 、 建 て 替え な ど で 数 時 期 に 分 か れ 、 建 物 3 8 ・12・13・ 

15・16・25・26 と な る 。 

遺構 1 ・ 6 ・142・195・490・945 古寺 時 代 の 

土師 器 が 大 量 に 含ま れる 土塊 で 、 こ れ ら の 遺構 

か ら 計 19 点 の 臼 玉 を 確認 し て いる 。 遺構 6 に は 

韓 式 系 陶 質 土器 片 も 含ま れ て いた 。 遺構 490 の 

は ほ ば ぼ ば 中央 に は 、 1 辺 0.6X1.0m の 長方形 を 呈す 

る 中 世 墓 が 重複 し 、 全 長 約 30.7m の 鉄 刀 が 一 振 へ 区 遺構 490 出 工 鉄 カ 

埋葬 され て お り 、 示 と 考え られ る 木質 片 が 鉄 刀 に 付着 し て いる 。 他 に は 土師 器 や 上 瓦 器 が 出土 し て いる 。 

【D 区 】 

幅 3 mm の 東西 水路 で 、 全 長 148m、 面 積 は 444 責 の 調査 区 で ある 。 弥 生 時 代 後 期 の 由 穴 住居 1 棟 と 溝 、 

古墳 時 代 中 期 の 堅 淡 住居 5 棟 ・ 土 近 ・ 溝 、 中 世 の 溝 な ど を 確認 し た 。 

堅 穴 住居 1 弥生 時 代 後期 の 円 形 住居 で 、 床 面 に は 上 炭化 物 を 広範 囲 で 確認 し て いる 。 

腎 穴 住居 2 この 地区 の 西側 に 位置 する 古墳 時 代 の 方 形 住居 で ある 。 埋 士 か ら は 土師 器 ・ 須 恵 問 ・ ガ が ガラ 

ス 玉 5 ・ 滑 石 製 日 玉 112・ 勾 玉 3 ・ 有 孔 円 板 2 ・ 管 玉 1 点 と 未 製品 の 臼 玉 1 ・ 勾 玉 1 ・ 剣 形 1 ・ 管 玉 6 

点 が 出土 し て いる 。 多量 に 出土 し た 土師 器 の 中 に は 、 古 代 の 黒色 土器 の よう に 内 外面 を 研磨 し て 愚 化 処 
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D 区 平面 図 1 

D 区 堅 穴 住居 2



理 し た 黒色 の 土師 器 が 含ま れる (1115)。 器 種 は 須恵 器 を 模 信 し た 二 身 ・ 雪 蓋 の ほか に 鉢 が あり 、 近 

蓋 の 割合 が 多い 。 近畿 圏 で は この よう な 黒 色 の 土器 は 朝鮮 半島 に 系 譜 を 持つ 瓦 質 土 器 の 一 つと する 考え 

も ある が 、 出 土 量 が 少な く 定 か で は な い 。 ま た 、 和 須恵 器 の 雪 蓋 を 模 信 し た 黒色 で は な い 土 師 器 (10) も 

出土 し て いる 。 こ れ は 既に 須恵 器 模 令 土 師 器 と 呼ば れ て いる の で 、 前 述 の 土器 は 須恵 器 模 優 黒 色 土 師 器 

と いえ る か も し れ な い が 、 今 回 は 単純 に 黒色 土師 器 と 仮称 し て お く 。 和 須恵 器 は 非常 に 少な く 、 上 層 か ら 

5 孔 の 円 形 透 か し を 持つ 低 脚 高 捧 の 脚 部 な ど が 出土 し て いる 。 

眼下 避 。 地区 の 東端 に 位置 する 方 形 の 堅 穴 住居 で 、 土 師 器 ・ 黒 色 土 師 器 ・ 臼 玉 27・ 臼 玉 未 製品 1 点 

と 滑 右 片 が 出土 し た 。 こ の ほか に 鏡 の 内 区 部 分 と 考え られ る 約 1 mm 角 の 青銅 片 が 出土 し て いる 。 鏡 種 は 

不明 で ある が 、 錆 な ど が 全く 見 られ な いこ と か ら 良 質 な 銅 と 考え られ 、 舶 載 鏡 片 の 可能 性 が 高い 。 

D 区 平面 図 2 D 区 堅 穴 住居 6 出土 科 

遺構 3 黄色 粘土 を 張っ た 土塊 で 、 粘 土 層 の 直上 より 古墳 時 代 の 土師 器 が 多く 出土 し た 。 土師 器 の 中 に 、 

直径 10em 前 後 の 厚 み の あ る し っ か り し た 旗 部 か ら 直 線 的 に 上 部 外 方 に 伸び る 体 部 を 持つ 搬 鉢 形 の 鉢 が 出 

土 し て いる が 、 底 部 中 央 に は 3 mm 大 の 穴 孔 が 施さ れる 。 こ の よう な 有 了 乳鉢 は A 地 区 堅 穴 住居 6 や 7 な ど 

で も 座 部 の み が 出 土 し て いる 。 詞 内 外 で も この 時 期 と し て は 珍し い 器 形 で あり 、 そ の 使用 法 に つい て は 

前 と も 考え られ る が 、 把 手付 き の 表 も 出土 し て いる こと か ら 、 祭 礼 関 連 の 土器 の 可能 性 も 考え られ る 。 

0 = ご きせ 20cm 
1 

D 区 遺構 3 

画 場面 の 調査 区 で 面積 は 943 責 で ある 。 古 墳 時 代 と 鎌倉 時 代 の 大 きく 2 時 期 の 遺構 が あり 、 堅 大 住居 

7 棟 と 堅 穴 状 遺 構 2 基 ・ 掘 立柱 建物 2 棟 ・ 柱 穴 ・ 土 ・ 土 幸 募 な ど を 確認 し て いる 。 

了 臣 穴 住居 2 土師器 ・ 黒 色 土 断 器 ・ ガ ラス 玉 1 ・ 臼 玉 39・ 剣 形 1 ・ 有 孔 円 板 2 点 ・ 滑 石 片 ・ 鉄 石 が 出土 

し て いる 。 ま た 8 cm 大 の 滑石 の 原石 や 小さ な 砥石 も 出土 し て いる 。 

腎 穴 住居 5 南端 部 か ら は 土師 器 が 多く 出土 し 、 黒 色 土 師 器 も 含ま れ て いる 。 幅広 の ハケ メ が 明瞭 に 残 

る 土器 片 を 確認 し 、 東 海 系 の S 字 状 口 縁台 付 狼 の 系 譜 を 引く いわ ゆる 宇田 型 格 片 と 考え られ る 。 そ の 他 



平面 図 E 区



に 臼 玉 20・ 勾 玉 1 ・ 衝 玉 mu 

朗 下 避 『 土師器 

る 。 和 須恵 器 は 少な い が 、 

確認 し 、 製 塩 土器 の 丸 辰 1 エ 式 が その 周辺 か ら 間 

た 可能 性 も 考え られ る 。 玉 類 の 出 コ 行っ て 

える 。 

堅 穴 住居 7 完 形 に 

れる 。 円 玉 21・ 勾 玉 

司 質 の 消 石 片 と 肉 H 

腎 穴 住居 は 切り 合 

1 点 ・ 消 石 片 ・ 鉄 片 が 

*・ 須恵 突 ・ 韓 式 系 土器 ・ 

出土 し て 

近い 土師 器 が 多く 出土 し 、 中 に は 宇 

有蓋 高 控 の 蓋 部 や は そ 

っ 

上 も 多く 、 ガ ラス 玉 5 ・ 日 ヨ 

いる 。 

墨色 土師 器 ・ 製 塩 土器 ・ 玉 類 ・ 滑 石 片 ・ 鉄 

う が 出 土 し て いる 。 住 居 の ほ ば ぼ 

片 が 出土 し て い 

! 央 部 分 に お いて 焼 土 を 

片 と な っ て 多く 出土 する 。 こ の こと か ら 小 規模 な 鍛冶 を 

ド 74・ 人 勾玉 1 ・ 有 孔 円 板 1 点 を 数 

田 型 疾 の 脚 部 と 思わ れる 土器 片 や 須恵 器 も 含ま 

1 ・ 勾 玉 未 製品 1 点 ・ 消 石 片 ・ 鉄 片 が 出土 し て いる 。 消 石 庁 は 数 点 が 勾玉 未 製品 

観察 で きる こと か ら 、 和 人 勾玉 製作 時 に 

ルー プ は 南北 に 長い 

振っ て 

長方形 で 住 

^\ る こと か ら 、 堅 穴 住 居 7 は この グル ー プ の 昌 

プ は 東 

お いて 電 や 炉 は 検出 され ず 、 堅 療 住 

など から 堅 穴 住 居 1・3・5・7 と 2・4・6 の 2 時 

居 の 深 さ が 深い 傾向 に ある 。 堅 穴 住 居 7 は 主 加 

出 た も の と 考え られ る 。 

月 に 分 けら れる 。 前 者 の グ 

に 長い 長方形 で 、 浅 い 。 両 者 の 時 期 差 は あま り 無 いと 考え られ る 。 こ の 地区 の 堅 住 

拓 6 で の み 焼 土 を 確認 し た 。 

艇 N 

が 他 の 3 棟 よ りや や 東 に 

で は 別 と 考え る べき か も し れ な い 。 後者 の グル ー 

居 全 て に 

E 区 臣 穴 住居 7 



遺構 10 堅 穴 状 遺 構 で 隅 丸 長方形 を 時 する 。 土 師 器 ・ 須 恵 器 ・ 黒 色 土 師 器 ・ ガ ラス 片 1 ・ 円 玉 63・ 勾 玉 

2 ・ 有 孔 円 板 1 ・ 管 玉 1 ・ 臼 玉 未 製品 1 点 ・ 滑 石 片 ・ 鉄 片 が 出土 し て いる 。 中 層 か ら 出 土 し た 須恵 器 林 

は 口径 50.7am、 推 定 器 高 約 90m と か な り 大 型 で ある 。 細 片 が 多く 、 こ の 場 で 意図 的 に 破砕 し た 可能 性 が 

高い 。 出土 し た 滑石 製品 の 多く は この 層 か ら 出 土 し て いる 。 

ーー 、 

0 な 25cm 0 ご 20cm 

[ーー ニー ニー ニニ ーーー ニー ニー 一 | 

E 区 遺構 10 

建物 1 _ 堅 穴 住居 と 主軸 を 揃え る 2 x 3 間 の 建物 で ある 。 堅 療 住居 の 遺物 より や や 時 代 が 下がる 須恵 器 

雪 片 が 柱 穴 か ら 出 土 し て いる 。 

建物 2_ 1x 3 間 の 四面 席 の 建 

物 で ある 。 柱 穴 か ら 土 師 器 ・ 須 

恵 誰 ・ 瓦 器 が 出土 し て いる こと ーー 上 il 2 
か ら 、 鎌 倉 時 代 の 建物 と 考え ら | MN 

れる 。 

遺構 184 土壌 募 で ある 。 完 形 

の 針 蓮 弁 文 青 磁 碗 や 土師 器 皿 ・ 

羽 釜 が 出土 し て いる 。 青磁 碗 は 

13 世 紀 後 半 で ある 。 

遺構 137 遺構 134 の 西側 に ある H ンー or 

遺構 で 、 遺 構 184 と 同様 に 土 載 

募 で ある 可能 性 が 考え られ る 。 E 区 建物 1 1 遺構 134 2 へ 4 

2 まとめ 

木戸 原 遺跡 は 弥生 時 代 中 後期 ・ 古 墳 時 代 中 期 ・ 律 令 期 ・ 鎌 倉 時 代 ・ 室 町 時 代 の 遺跡 で ある が 、 今回 

の 調査 で は 弥生 時 代 中 期 と 室町 時 代 の 明確 な 遺構 は 確認 で き な か っ た 。 

弥生 時 代 後 期 は ん ・D 地 区 で 明確 な 遺構 を 確認 し て いる 。A 地 区 の よう に 大 型 住居 を 中 心 と し 、 そ の 

周辺 に 数 棟 の 住居 が 展開 し て 集落 を 営ん で いた よう で ある 。 こ の 集落 の 墓 域 は 確認 で き て いな い 。 弥生 



時 代 後期 の 中 で も お そら く 中 頃 の 範 購 と 考え られ る 。 

型 建物 群 を 確認 し て い る 。 大 型 建物 群 の 南 

検出 され 、 集 落 の 祭祀 が 執り 行わ れ て いた 

側 に 集落 が 営ま れ 、 住 居 内 で の 日 常 的 な 祭 

古墳 時 代 中 期 の 早い 段階 で は 、 IT 区 と 前 年 度 の 調査 区 で ある 4 区 か ら 集 落 の 中 心 施設 と 考え られ る 大 

側 で は 滑石 製品 な どの 玉 類 や 鉄 角 が 含ま れ た 落ち 状 の 遺構 が 

と 考え られ る 。 や や 時 代 が 下がる と 、 主 に 大 型 建物 群 よ り 北 

祀 が 行わ れ て いた と 推測 され る 。 屯 地区 の 遺構 10 で は 故意 に 

破砕 され た 須恵 器 大 究 も 出土 し て お り 、 大 吾 祭 祀 も 行っ て いた よう で ある 。 

今回 の 調査 で 
土 し た こと に よ 
規模 な 生産 で は 
製品 や 製作 時 に 

生産 可能 で ある 

度 の 調査 か ら 古 

で きた の は A 地 

の 導入 ・ 普 及 は 遅かっ た 

や 戸外 に お ける 

木戸 原 遣 跡 で 

律令 期 に は A 地 

玉 類 に つ て は 、D・EE 地 

り 、 木 戸 原 遺跡 で も 玉 類 の 

な く 、 小 規模 生産 で あっ た と いえ る 。 そ の 根拠 と し て 、 最 も 出土 個体 数 の 多い 星 玉 の 未 

で る 剥 訂 の 出土 が 少な すぎ 

な 集落 の 祭祀 が 執り 行わ れ て いた ころ より も や や 時 期 が 下り 、 小 規模 な 日 常 的 祭祀 が 住居 内 で 行わ れ 始 

め る よう に な っ て か ら と 推測 する 。 ま た 、 

調査 区 か ら 出 土 し て いる が 、 こ れ ら が 生産 され た 痕跡 は 確認 で き て いな い 。D・E 地 区 か ら 出 土 し て い 

る 黒色 土師 器 は 、 そ の 如 形 や 製作 技法 に お いて 、 在 地 の 日 常 雑 器 の 中 で は 様相 を 異 に する 。 焼 成 段階 で 

炭素 を 吸着 させ 窯 で 焼く こと か ら も 、 窯 の 存在 は 必須 で ある 。 島内 最 古 の 窯 で ある 汁 谷 窯 は 7 世紀 後半 

の 操業 で ある こと か ら 、 島 外 に お いて 生産 が 行わ れ 搬入 され た 可能 性 が 考え られ る が 、 小 規模 な 窯 で も 

た め 、 島 内 も 視野 に 含め な く て は な ら な い 。 し か し 、 類 例 の 少な ささ か ら 現 段階 で は 生産 

地 の 特 定 は 困難 で ある 。 こ の よう な 黒 

阪 府 小阪 合 遺 跡 な ど ) か ら 出土 し て いる 事 

これ ら の 遺跡 で は 渡来 系 遺物 の 出土 が み ら れ る こと か ら 、 渡 来 人 の 関与 も 考え な く て は いけ な い 。 前 年 

費 時 代 中 期 の 皿 穴 住居 を 部 

区 堅 療 住居 6 の 1 棟 だ け で ある 。 こ の 双 住 居 は 5 世紀 後半 の も の で ある こと か ら 、 電 

も の と 思わ れる 。 し か し 、 堅 穴 住 居 に 炉 の 痕跡 を 持つ も の は 少な く 、 移 動 式 窟 

共同 調理 場 の 痕跡 も みつ か っ て いな い 。 

区 の 遺構 か ら 製 品 だ け で な く 、 未 製品 や 滑石 な どの 刑 片 が 出 

生産 を 行っ て いた こと が 判明 し た 。 し か し な が ら 、 そ れ は 大 

る か ら で あ る 。 おそ らく 玉 類 の 生産 が 始ま っ た の は 、 大 規模 

鉄 久 や 毛抜き 形 鉄 製品 や ヤリ ガン ナ な どの 鉄製 品 が 前 年 度 の 

牟 填 師 器 は 祭礼 遣 物 が 出土 し た 遺跡 (ex. 愛媛 県 出 作 遺 跡 ・ 大 

例 が あり 、 祭 礼 用 の 特殊 な 土器 と も 考え られ て いる 。 ま た 、 

分 的 な も の も 含め る と 24 棟 調査 し て いる が 、 窟 の 痕跡 が 確認 

は 古墳 時 代 後期 の 明確 な 遺構 は 確認 され て お ら ず 、 お そら く 2.7k 加 北 に 立地 する 雨 流 遺 

跡 へ と 移っ た も の と 考え られ る 。 

区 で 一 般 住 居 よ りや や 格 

確認 し 、 遼 片 が 出土 し て いる こと か ら 官 街 

38 以 外 に も A 地 

な い 。 

鎌倉 時 代 を ! 

区 に は 主軸 を 同じ くす る 箱 

上 と 思わ れる 奈良 時 代 後半 ー 平 安 時 代 初頭 の 掘 立柱 建物 33 を 

的 要素 を 含む 建物 の 可能 性 が ある と いえ る 。 掘 立柱 建物 30・ 

物 が 多く ある が 、 出 土 遺物 が 少な く 同時 期 で ある か 明確 で は 

心 と し た 中 世 の 遺 構 は 広範 囲 に 広がっ て いる が 、 特 に A 地 区 東 半 部 で 多く の 掘 立柱 建物 

を 確認 し て いる 。 出 土 遺 物 か ら 一 般 的 な 集落 と 思わ れる 。 

木戸 原 遺跡 が 最も 栄え た 5 世紀 は 歴史 書 

古墳 (仁徳 天皇 陵 ) を 代表 と する 巨大 な 古 

『 宋 書 』 倒 国 伝 に 記さ れ て いる 合 の 五 王 の 時 代 で あり 、 大 山 

が 河内 を 中 心 に 盛行 し て いた 。 木戸 原 遺跡 の よう な 大 集落 

の 首長 者 層 の 墓 も 、 あ る 程度 の 規模 が あっ た と 推測 で きる が 、 現 在 ま で に 島内 で の 前 方 後 円 墳 は 確認 さ 

れ て いな い 。 今後 は 大 和 政 権 と の 関係 や 淡 
韓 式 系 土 器 な ど 多 く の 課 題 を 考え て いか ね ば な ら な い 。 ( 定 松 ・ 的 崎 ) 

路 に お ける 墓 制 ・ 祭 祀 の あり 方 ・ 鉄 銃 出 土 の 意 義 ・ 渡 来 人 と 
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確認 し た 遣 構 に は 、 土 寺 ・ 溝 や 柱 穴 等 が ある 。 遺物 は 土師 器 片 が 多く 、 全 体 的 に 出土 量 は 少な い 。 時 

期 的 に は 中 世 頃 が 中 心 と 考え られ る 。 調査 地内 で の 遺構 の 分 布 密 度 は 、 調 査 地 西端 の 県 道 に 近い 方 が 高 

い 傾 向 に ある 。 そ の 内 、E 地区 の No22 調 査 区 で は 、 土 撤 や 柱 穴 と 思わ れる 遺構 を 確認 し 、 小 穴 3 か ら は 

室町 時 代 頃 の 備前 焼 と 思わ れる 播 鉢 が 出土 し て いる 。G 地 区 の No113 調 査 区 で は 、 調 査 区 の 東 半 部 に お 
い 

し 

て 、 多 量 に 上 炭化 物 を 含む 土壌 を 検出 し た 。 土師 器 片 が 出土 し て お り 、 時 期 は 中 世 と 考え られ る 。 ま た 

地区 で は 、 量 的 に は 非常 に 少な い が 、 弥 生 時 代 中 期 頃 の 遺物 が 出土 し て いる 。 

2 まとめ 

本 調査 に より 、 中 世 を 中 心 と し て 、 部 分 的 (L 地 区 ) に 弥生 時 代 の 遺構 ・ 遺 物 を 確認 する こと が で き 

た 。 弥生 時 代 に つい て は 、 こ れ ま で 三原 川 流域 の 標高 が 高い 扇 央 部 の 調査 が 進む に つれ 、 中 期 の 遺跡 が 

点 在 する こと が わか っ て きた 。 本 調査 で も 僅か で は ある が 、 中 期 の 土器 が 認め られ る こと か ら 、 三 原川 

流域 と 同様 な 状況 を 示す と 思わ れる 。 (坂口 ) 

No22 調査 区 小穴 3 出土 遺物 

日 \、 「 し へ 

( - トー 』 人 
っ 2 | た - ヘン / ) 

| ー に | 
No84 調査 区 No.113 調査 区 

0 で ] ョ 

[ーーーー ニ ーーーーーー 

調査 区 平面 図 ・ 出 土 遺物
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まとめ 

調査 地 周 辺 は 東側 の 山 か ら 西 へ 向かっ て 微 高 地 が 張り 出し て お り 、 こ の 微 高 地 を 中 心 に 遺跡 が 分 布 し 

奈良 時 代 後半 頃 の 官 衝 遺 構 群 が 広がっ ノン 

* 13 へ 15・20 と 広い 範囲 で 律令 期 の 埋蔵 文化 財 の 包 蔵 が 確認 で きた 。 。( * 3 へ 5 て いる 。 No 1 

*・5 周辺 は 前 述 の 県 教委 調査 区 に 隣接 し て いる た め 

て いる 可能 性 が 高い 。No15 で は 丸 底 四 式 (『 淡 路 島 の 古墳 時 代 』 洲 本 市 立 淡路 文 

思わ れる 薄手 の 製塩 土器 も 出土 し て いる こと か ら 、 南 側 の No15 周 辺 で は 県 教委 調 
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遺構 が 広がっ て いる こと は 確実 と 思わ れる 。 

され な か っ た が 、 周 辺 に は 中 世 の 遺 構 が 広がっ て いる と 推測 さ 
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る が 弥生 時 代 の 遺構 が
 含ま れ て いる 可能 性 が あ る 。 
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す
い
 

2 と 8 混じる ( 得 構 2 埋 土 ) 

S
g
 

き
き
 
の
 
大
 
下
 

2.5Y742 灰 英名 秒 質 土 (Fe 沈着 、 床 土 ) 

5Y7 及 族 自 色 砂 質 土 (Fe・Mn 少し 沈着 ) 

10YR371 黒褐色 細 秒 質 土 (Mn 少し 沈着 、 違 物 含 お ) 

10YR41 福 灰 色 粘 細 砂 質 土 (Mn 少し 沈 半 、 遺物 含む ) 

10YR644 に ぶ い 英 欄 色 磯 混 粘 砂 質 土 (5 へ 10 mm 大 の 磁 、 L
U
 

C
f
 
2
 
て
 
に
 

INO. 4 

1 2.5Y742 灰 黄色 細 砂 質 土 (Fe 沈 薄 、 床 土 ) 

2 10YR341 黒褐色 粘 細 砂 質 土 (Mn 少し 沈着 、 遺 物 含 む ) 

3 1OYR64 に ぶ い 黄 枯 色 粘 細 砂 質 士 (Fe 少し 沈着 、 地 出 ) 

2.5Y776 明 黄 掲 色 秒 質 土 (Fe 少し 沈着 、 床 土 ) 

10YR41 欄 灰 色 粘 砂 質 土 (Mn 少し 沈着 、 遺 物 含 お ) 

10YR3741 暑 褐 色 粘 砂 質 土 (Mn 少し 沈着 、 壮 醒 電 土 ) 

10YR571 礼 灰 色 粘 砂 質 土 (Mn 少し 沈着 、 革 構 1 理 士 ) 

10YR5462 灰 黄 礼 色 粘 砂 質 土 (Mn 少し 沈着 、 遣 模 1 埋 士 ) 

10YR641 褐 灰色 粘 砂 質 士 (Mn 少し 沈着 、 遺 構 1 埋 土 ) 

10YR6/6 明 黄 揚 色 砂 質 圭 (Mn 少し 沈着 、 地 山 ) 

地 山 ) 

2.5Y742 灰 黄 色 砂 質 土 (Fe・Mp 沈着 、 床 圭 ) 

10YR471 褐 灰色 粘 砂 質 士 (Mn 少し 沈着 、 遺 物 含 む ) 

2.5Y6/4 に ぶ い 黄色 砂 質 土 (Mn・Fe 少し 沈着 、 地 山 ) 



北 璧 
ーー 一 一 い 

INO. | 

北西 璧 

5Y7741 括 和 白色 秒 質 土 ( 床 土 ) 1 

2 2.5Y72 灰 黄色 粘 秒 質 土 (fe・Ma 少し 沈 落 ) 
3 10YR4/71 褐 灰色 粘 砂 質 士 (Mn 少し 沈着 、 違 物 含 も) 
4 2.5Y644 に ぷ ぶ い 黄色 粘 細 砂 質 土 Mn ・Fe 少し 沈着 、 地 山 ) 

1 0 NO. 

西 壁 
ーー ーー ンー oc 8、 

4 
ーー 一 ーー 

2.5Y641 黄 灰色 砂 質 土 ( 耕 上 ) 1 
2.5Y741 灰 自 色 細 砂 質 土 ( 床 圭 ) 1 

N 
2.6Y742 灰 黄色 砂 質 土 (Fe 少し 沈着 、 床 土 ) 2 

な 

2.5Y742 灰 黄 色 細 砂 質 士 (Fe 少し 沈着 ) 

3 2.5Y644 に ぶ い 黄色 粘 細 砂 質 圭 
2.5Y64 に ぶ い 黄色 礎 混 砂 質 半 (1020 cm 大 の 休 、Fe 少し 沈 薄 、 地 山 ) 

(Fe 少し 沈着 、 地 山 ) 

南東 壁 
N CO: 

oga 天沢 度 ゆ き 海 ( 単 十 ) 1 

N 

な 

て 

の 

2.5Y778 浅 舞 名 砂 質 土 (Fe 沈着 、 床 土 ) 

2 と 4 提 乱 状 に 混じる 

2 る.5Y541 華 灰 色 秒 稀 土 (炭化 物 少 し 含む ) 

る .5Y772 灰 黄色 砂 質 土 (Mn 

6 2.5Y671 殴 灰 色 細 秒 質 土 (Mn 少し 沈着 ) 

7 みみ 5Y644 に ぶ い 黄色 細 砂 質 土 ( 地 山 ) 

・Fe 少し 含む 、 造 物 含む ) 

平面 ・ 層 序 図



北西 壁 

INO. 14| 
南東 璧 

1 3 NO. 

ーー 
学 ーー 

| 

い o ベ ご] 決 団 由 守 海 填 ( 末 填 ) 

2 10YR576 黄 褐色 砂 質 土 (Fe 沈着 、 床 土 ) 

3 10YR471 褐 灰色 砂 質 士 (遺構 4 埋 

1 

2.5Y742 灰 黄色 秒 質 土 (Fe 少し 沈着 、 床 土 ) 

2.5Y571 薫 灰 色 秒 質 圭 (Mn 少し 沈着 ) 

3 2.5Y66 明 黄 褐色 砂 質 土 (Pe・Mn 少し 沈着 、 地 山 ) 

1 

2 ト ) 

2.5Y676 明 英 褐 色 秒 質 土 (Fe 少し 沈着 、 地 山 ) 

西 壁 ーー 

2.5Y7 灰 自 色 秒 質 土 (Fe 少し 沈着 、 床 土 ) 

2 2.5Y68 に ぶ い 色 粘 秒 質 土 (Fe 沈着 ) 

3 2.5Y5/1 黄 灰 色 礎 混 粘 秒 質 土 (Mn 少し 沈着 ) 

NO. wo Tl 

ーー ント 

北西 壁 

る ーー 

8. 20 
1 5 No 

1 

5Y6 有 2 灰 オ リー ブ 色 粗 砂 (Fe 少し 沈着 ) 

5 2.5Y41 畑 灰 色 六 砂 質 土 (遺物 少し 含む ) 

4 

西 壁 

2.5Y771 灰 自 色 粘 砂 質 土 ( 床 土 ) 

2 2.6Y678 に ぶ い 黄色 粘 砂 質 土 

1 

3 10YR576 黄 褐 色 粘 砂 質 土 (Fe 沈着 、 地 山 ) 

2.5Y671 黄 灰 色 砂 質 土 ( 耕 土 ) 

1
 

・< ョ ヨド いで 主 塗 ・ 装 性 ) 5Y66 オリ ー ブ 名 粘 砂 質 圭 (Fe 

2
 

1 9 NO. 

トト 
2.5Y774 灰 自 色 秒 質 土 ( 床 土 ) 1 

地 l) 

平面 ・ 層 序 図 

ー 24 一 

5Y676 オリ ー ブ 色 粘 砂 質 士 (Fe 少し 沈着 、 

10YR56 畑 褐色 粘 秒 質 士 (Fe 沈 落 ) 

2.5Y86 用 灰 黄色 粘 砂 質 土 (Ma 少し 沈着 ) 
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財 = 二 / ll 
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4 九 蔵 遺跡 一 4 次 調査 

所 在 地 

m
i
 
も
 

港
 

中
 

阿 方 東町 字 九 蔵 外 

基盤 整備 促進 事業 

山崎 裕司 ・ 谷 口 槽 

本 発掘 調査 

平成 18 年 7 月 24 日 10 月 
約 680 選 

1 調査 内 容 
調査 地 は 

を 受け 、B 
【B2 地 
北東 端 で 
土 し て いる 。 こ れ よ り 

・10b は 井戸 と 考え られ 、 そ れ ぞ れ 深 さ 約 1.2m・1n 遺構 10 a 

南あわじ 市 

区 】 

中 世 の 遺 構 群 を 検出 

観察 の 結果 、 遣 構 10b 

b は 割れ 等 の 損傷 が 目立つ 。 遺構 104 の み 、 

の 最 南 端 に 位置 する 標高 5 10m の 低 平 な 地形 で ある 。 確認 (3 次 ) 調査 の 結果 

ー2 へ 5 地区 で 本 発掘 調査 を 実施 する こと に な っ た 。 

9 ・10a ・10b か ら は 13 世 紀 後 半 へ 14 世 紀 前 3 

南西 側 で は 検出 遺構 は 少な く 、 遺 跡 の 西側 境界 付近 に 位置 する と 考え られ る 。 

n の 寿 に 曲 物 が 設置 され て いた 。 断 下 

意図 で な され た と 思わ れる 。 埋 士 か ら は 凶 等 の 木製 品 も 出土 し て いる 。 

遺構 9 は 深 さ 約 0.6m の 土塊 で 、 出 土 ] 

堆積 層 は 見 られ ず 単 一 層 で あっ た こと か ら 、 

【B- 3 地 

検出 され 

弥生 時 代 前 

鉄 層 が 数 点 

【B- 4 地 

調査 区 の 
の 出土 遺物 

SB01 は 

区 】 

た 遺構 は あま り 多 く な く 、 ま た 耕 - 

出土 し て いる 。 

区 】 

昌 に よる 制約 が ある が 、 調 査 
は 少な く 、 詳 細 な 時 期 は 不明 で ある 。 
律令 期 の 建物 で 、 大 型 の 桂 

頃 の 遺物 が 出 

が 後 か ら 掘 前 され た こと が わか っ た 。 遺構 10 a の 曲 物 の 方 が 残り は 良く 、 遺 構 10 

H 物 の 周囲 に 杭 が 打 た れ て いた 。 お そら く H 物 を 固定 する 

上 器 は 比較 的 残り が 良い 。 ま た 遺構 10a ・10b の よう に 粘 質 の 

土器 群 と 共に 埋め 戻さ れ た の で は な いか と 思わ れる 。 

- 直 下 が 遺 構 面 で 包含 層 も 削 平 され て いる 。 遺構 5 から は 

明 と 思わ れる 土器 が 出土 し て いる 。 遺構 14 は 不 規則 な 形状 の 土 才 で 、 律 令 期 の 土器 と と も に 

中 央 か ら 南 東 に か け て 建物 が いく つか 復元 で きた 。 柱 穴 か ら 

構成 され お り 、 官 衛 的 な 建物 の 可能 性 が ある 。 約 N15" EE の 

方 位 を 示し 、 県 教委 の 本 発掘 調査 区 に も 同 方 位 の 建物 が 見 られ る 。S B01 の 南側 に は 蛇行 し な が ら 西 へ 

向かう 低い 

し て いる こ と か ら 、 水 運 等 に 利 

遺構 148 は 大 型 の 柱 

B02 の 間 の 柱 穴 群 

また 土 琉 で 

まれ る 可能 性 が ある 。 

遺構 ( 潜 ) 

画 場 が 見 られ 、 基 本 的 に は 旧 河 道 

ロロ] ナナ で 

は 、 建 物 と し て の 復元 に は や や 無理 が ある が 、S B01 と 固 方 位 で * 

ある 遺構 16・21 か ら は 、 製 塩 土器 の 丸 底 箇 式 が 出土 し て いる こと か ら 、 

と 推定 され る 。 た だ し 検出 し た 旧 河 道 肩 部 が S B01 と 平行 

用 する た め 護 岸 の 掘削 が な され た 可能 性 も 考え られ る 。 

穴 と 考え られ る が 、 調 査 区 内 に 対応 する 柱 穴 は 見 られ な か っ た 。 ま た SBO1 と S 

ぶ も の が 見 られ る 。 

の 遺構 が 含 

に 近い 方 位 を 示す 。 埋 士 か ら は 時 色 土器 塊 (21・22) が 出土 し て 

お り 、 9 へ 10 世紀 頃 と 思わ れる 。 土器 以 外 に 動物 の 骨 片 が 出土 し て いる 。 遺構 107 と S B02 へ 07 は ほぼ 
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遺構 10a 、1214 遺構 10b) 6 … へ 11 BBー2 地 区 出土 遺物 (1 ご 5 遺構 9、 

Bー 2 地区 遺構 9 

遺物 出土 状況 ( 南 束 か ら ) 
ー 2 地区 平面 図 B



6 0 7. 
構 105b 

時 
た 遺構 10a 

を
 

| 

2M 

(Fe 少し 沈着 ) 5Y771 灰白色 砂 質 1 

2 

3 

1 と 3 所 乱 状 に 混じる 

10YR472 灰 黄 褐色 細 砂 質 土 (Fe 少し 沈着 、 床 土 ) 

-5Y871 黄 灰 色 混 細 砂 質 土 (1020 cm 大 の 隊 、 炭 少し 含 お ) 
5 10YR471 褐 灰色 粘 質 土 と 

6 5B671 青 灰 名 粘 砂 質 土 

? | 

較 5Y6/1 灰色 シル ト 混じる (植物 遺体 多く 含む ) 

混じる と 2.8Y842 暗 灰 英 色 粘 砂 質 土 10YR676 明 黄 褐色 砂 質 

8 2.5Y571 黄 灰色 細 秒 質 土 と 2.5Y52 虹 灰 黄色 粘 砂 質 土 混じる 

7 

2 暗 灰 黄色 粘 砂 質 土 混 し る 9 2.5Y771 灰白色 砂 質 士 と 2.5Y57 

5Y571 黄 灰 名 粘 細 砂 質 土 

1 56Y41 灰色 粘 質 

10 

1312 2.5Y771 灰白色 粘 秒 質 

混じる 

n 少し 沈着 、 地 上 山 ) 

18 2.5Y741 灰白色 砂 質 土 と 5Y471 灰色 粘 質 

は 10G571 緑 灰色 礎 混 粘 砂 質 (2ー5 cm 大 の 磁 ) 
18 25Y676 明 貧 褐色 粘 細 砂 質 土 (Pe 沈着 、 

平面 ・ 層 序 図 遺構 10 Bー 2 地区
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Bー5 地 区 平面 図



図
 

印
 ホホ 

多
 

天 wiIm 

て
 ニー 

0 

[
コ
ロ
 
の
 



ば ぼ く 

ー 2 次 調査 一 久保 ノ カ チ 遺 跡 5 

前
 

キ
ー
 

外
 
業
 
谷
 

チ
 
事
 

・ 
カ
 
備
 
司
 

? 
ノ
 

整
 
格
 
日
 
日
 

保
 

盤 
崎
 

2
 
2
 

久
 
基
山
 。 

月
 

月 
宇
 
成
 ・
 
査
 
8
 3 

. 
井
 育
 

貢 
調 

年 
年 

m 
福
 

体 
私 

掘 
色 

ら
 

集
 

営 
口 

発 
成 

成 
5
 

賀
 

経 
坂 

本 
平 

平 
2 

地
 
名
 
者
 
別
 
固
 

可
 

在
 

業 
当
 

査
 

所
 

事 
担 

種 
調
 

調
 

調査 の 位置 

調査 内 容 1 

流 左 岸 に 位置 し て お り 、 標 

降
 

な
 
的
 
面
 

の
 

O
 

る
 

区
 

あ
 

c
o
 の 

で
 
岸
 。
 

( 
則 

ー
 

調
 

ヘ
ー
 

暑
 

上
 

所
 

発
 

の 
ケ
 

本
 
川
 

8
 

う
 
日
 

分
 

伴
 
大
 

部
 

に
 
る
 

る
 

業
 あ
 。 

れ 
事
 

で
 

さ
 

備
 

川 
壊
 

謝
 
尼
 

破
 

場
 
要
 

が
 

園
 主
 。 
財
 

営
 

る
 

化
 

県
 

す 
文
 

る 
成 

る 
の 

い
 
構
 

下
 

て 
を 

志
 
地
 

れ
 
野
 

、 
へ へ
]
 

い
 \
]
】
 

さ
 
平
 
区
 
に
 

計
 

三 
(
に
 

で
 

、
 

m
n
 
上
 果
 

区
 
は
 
2
 
成
 

地
 
区
 
】
 

頑 
地
 
5
 
調
 

福
 
井
 ~ 

認
 

中
 

坦
 

集
 
さ
よ
 
区
 | 

ルー) 

押
 。
 
る
 

の
 

、 
あ
 
(
人
 
先
 

は
 
で
 

、 

和
樹
 

地
 m
m
 

許
 

衣 
0 

宙 
本
 
調
 
人
 婚 
調
 

高
 

池宮 中 区 の 主要 調査 以下 を 進め て いっ た 。 

【 3 区 】 

と
 

内
 

内
 

O
o
 

半
 

物 
1 

が 
が
 
る
 
人
 造
 わ
 

北
 

建 
行 

行 
且
 

残土 
思
 

て
 還 還

 間 の 和
 

次
 

立 
半
 
と
 
問
 

相 
此
 

査 
明
 

物 
間 

後 
中
 

遣 
紀
 

] 
ピ
ー
 

調
 

。 
建 

柱 
前 

は 
の
 
世
 

ャ
 
ウ
ン
 

き
 品
 を
 

ン
 
た
 

で 
0
 
元
 

| 
/
.
 

し 
弄
 
3
 

バ
 
半
 

人
 

・ 
記
 
脱
が
 か
 復
 
世
 
後
 

人
 
訓
 

ち き
 加
 
人
 
本
 

/ 
K
K
 

に
 

っ
 
人
 確
 
の
 

ら
 
物
 
紀
 

央
 土
 を 

間 
杵 

か 
建 
世
 

- 
白
 上
 

さ
さ
 
2
 

中
 
に
 
等
 
2
 
な
 
と
 

、 
人
 

、
 

地
 

へ
 
行
 

前 
に 
は
 

、 
査
 

中 
棟 

杵 
前
 

和 
調
 

を 
1 

X 
m
 
き
 
時
 
よ
 

/
\
 

、 
1 

部
 

間
 
3
 
大
 

物
 

れる 。 

【 4 区 】 

る
 

和久 
SQS 
金
 

す
 

、 
査 

た
 

接
 

り 
調
 
ご
 
隣
 

あ
 
。
 
物
 

に 
が
 
お
 
失
 

落
 
更
 っ 

在
 

集
 

変 
行 

立
 

の
 
の
 
を
 
編
 

在
 
画
 
中
 

。 
現
 
計
 

拡 
に
 

内
 

へ
 
小
 

束
 

、
 南
 

、
 

南 
所
 

地
 
で 

り
 
土
 

区
 

|
 ま
 

、 
調
 
査
 

あ 
果
 

調
 

m 
結
 

寺 を 確認 し た 。 Ki 
ます 

の
 
物
 
間
 

上
 
建
 
柱
 

以
 

。 
で
 

間
 
る
 
模
 

1 
あ
 
未
 

行
 

で 
の
 

桁
 

m 
問
 

X
 
1
 
2
 

間
 
し
 
行
 

1
 
と
 
格
 

行
 

1 
x
 

池
 

は 
間
 

は
 
間
 
2
 

1 
柱
 
行
 

物
 

で 
梁
 

内
 模 は 

規
 
2
 

調査 区 設定 図 は 1.85 一 2.2m で ある が 、 北 東側 の 柱 間



だ 19
3.32

0. 

アア 
人 

| 前
 

N
N
 

| 

ーー
 テー
 

) 

15 ( 土 撤 45) 
6 ( 是 物 - 柱

 天 44) 

7・8 (建物 
: 柱 療 20) 

9 へ 11 ( 土 撤 16) 
ー ズ 2 

で ニュ
 ニー 

上 ニニ
 

さも 

3 区 平
面 図 ・ 出 土 遺物



は 1.4m と 短く な る こと か ら 、 底 等 の 施設 の 可能 性 も ある 。 建物 3 は 衆 行 2 間 x 桁 行 2 間 の 規模 で 柱 間 

は 1.6 へ 1.9m と な る 。 建物 2 同様 北東 側 の 柱 問 が 1.4m と や や 短い 。 ま た 北 隅 の 柱 穴 が 欠損 する 。1.5m 

前 後 外側 に 棚 列 状 の 施設 が 想定 され る 。 

建物 の 時 期 に つい て は 、 少 量 な が ら も 建物 2 の 柱 穴 か ら 播磨 型 の 羽 釜 等 が 出土 し て お り 、15~16 世 紀 

頃 が 想定 され る 。 建物 1 ・3 も ほぼ 同時 期 と 思わ れる 。 

【5 区 】 

地 の 最 も 南 に 位置 する 調査 区 で 、 北 西部 を 中 心 に 遺構 が 分 布 す る 。 確 認 し た 遺構 に は 、 土 才 ・ 小 調 

穴 ・ 溝 ・ 掘 立柱 建物 (1 棟 ) 等 が ある 。 

建物 は 、 染 行 1 間 X 桁 行 3 間 の 規模 で 、 内 部 に は 床 束 柱 が 2 本 配置 され る 。 柱 問 は 染 行 が 2.95 へ 3.0m、 

3・4 (建物 3: 柱 穴 75-3) 

1 (建物 2: 柱 穴 94) 

5 (小穴 13D 

2 (建物 2: 柱 穴 125) N 
/ | ーー トミ ーー 
/ ロビ ーー ゴゴ 

4 2 

20cm ご もせ 

4 区 平面 図 ・ 出 土 遺物



列 が 断続 的 に 確認 で 
き 、 欄 列 状 の 区 画 施設 が 想定 され る 。 建 物 内 の 北東 部 に は 、 部 分 的 に が 集中 する 土 琉 9 や 東側 の 屋外 
に は 南北 2.0m X 東 西 1.5m の 土 折 4 等 が ある 。 建物 の 性 格 に つい て は 、 作業 小屋 等 の 施設 が 想定 され る 。 

桁 行 が 1.61.95m と な る 。 北 ・ 西 ・ 南 の 周囲 に は 建物 跡 の 柱 交 より 深度 が 浅い 村 

礁 の 共 膳 具 が 中 心 と な る 。 時期 は ね お お よそ モ 
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高 が 大 きい 中 ・ 大 の 塊 の 3 種類 が セッ ト 関 係 と な る も の と 思わ れる 。 
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5 区 平面 図 ・ 出 土 遺物 【7 区 】 

! 央 部 付近 に 密集 し 、 土 琉 ・ 小 

区 幅 が 狭い た め 、 い ずれ も 全体 の 規模 は 不明 で ある 。 

調査 地 の 北 方 に 位置 する 幅 3 名 、 長 さ 32m の 調査 区 で ある 。 遺構 は 、 
穴 ・ 溝 ・ 掘 立柱 建物 (2 棟 ) 等 が ある 。 建物 は 調 

出土 遺物 に は 、 土 師 器 ・ 青 磁 ・ 白 磁 等 が あり 、 土 撤 51 か ら は 6 枚 あ まり の 土師 器 皿 が 出土 し た 。 遺構 
の 時 期 に つい て は 、15~16 世 紀 頃 と 思わ れる 。 



【8 区 】 

調査 地 中 央 部 に 拉 置 する 幅 

っ 

ーー 

> mm N 
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ー= ミィ ンジ 
9 10 11 

12 13 

上 N。 “時 11 (建物 1: 柱 穴 2) 
7 ( 港 62) 12・13 (建物 2: 柱 穴 86) 

14 _ aー10 (建物 1 柱 穴 34) 14 (建物 2: 柱 穴 61) 

7 区 平面 図 ・ 出 土 遺物 

玩 ・ 小 穴 ・ 溝 ・ 掘 立柱 建物 (3 棟 ) 等 が ある 。 

南北 

南北 4.5m 東西 4. 

幅 約 0.6m の 溝 3 

2 まとめ 

本 調査 に より 弥生 時 代 と 

を 認 し て いる 。 先 の 確認 調 公 終末 期 の 遺構 ・ 遺 物 を f 

2 間 以 上 x 東 西 1 間 以 上 の お 

規模 で 柱 問 は 2.02.3m の 規模 で ある 。 建物 の 南 に は 土 撤 3 が ある 。 コ 

mX 最 大 の 深 さ 0.36m あ まり の 長方形 の プラ ン が 想定 され る 。 ま た ゴ コ 

1 が あり 、 層 位 的 に 土塊 3 より 古く 、 溝 の 方 向 と 土塊 の 傾き も 異な る 。 

建物 や 遺構 の 時 期 は 15ー16 世 紀 頃 

田 す
い
 

13 世 紀 後 半 ー14] 

財 調 査 年 報 時 』20 

本 地内 の 土地 開発 も 条件 

9 年 )、 今 

思わ れる 。 

= 中字 の 遺構 ・ 遺 物 を 確認 する こと が で きた 。 弥生 時 代 に つい て は 、 

3 mx 延長 69m の 調査 区 で ある 。 遺 構 は 東 半 部 を 中 心 に 分 布 し て お り 、 土 

建物 1 は 当行 2 間 X 桁 行 2 聞 以 上 の 規模 で 、 柱 問 は 染 行 が 1.7m、 桁 行 が 2.0 一 2.2m と な る 。 建物 2 は 

上 模 で 、 柱 問 は 1.72.0m と な る 。 建物 3 は 南北 2 間 X 東 西 1 間 以 上 の 

ト 撤 全体 の 規模 は 不明 で ある が 、 

上 琉 の 下 に は 、 

期 ・ 
で は 、 終 未 期 の 遺構 ・ 遺 物 は 確認 で き な か っ た が 、 

共 察 され る 。 

日 5 

世紀 前 半 に 遡る 遺物 が 確認 で き て お り (高萩 遺跡 一 2 次 

区 で 確認 し た 建物 ・ 遺 物 も ほぼ 同時 期 と 考え られ 、 礎 

心 と 考え られ る が 、 東 方 に 位置 する 高萩 遺跡 に お 

本 調査 に お いて 4 ・7 区 で わずか に 認め る こと が で きた 。 た だ し 、 い ずれ の 時 期 も 量 的 に は 極少 量 で 詳 

は 不明 で ある が 、 周 辺 に 同時 期 の 遺構 が 存在 する こと が お # 

ーー 方 、 建 物 等 遺構 の 大 半 は 室町 時 代 が て も 一 部 

的 に いい 場所 は 、 同 時 期 E か ら 進 め ら れ た と 考え られ る 。 

調査 一 」『 南 あわ じ 市 埋 蔵 文化 
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本 調 3 

市 三條 市 福 水 字 立 石 

経営 体育 

定 松 佳 軍 

確認 調査 

平成 18 年 

712 表 (178 ヶ 所 ) 

調査 内 容 
対象 地 は 三 

成 基盤 整備 

9 月 25 日 11 月 

原平 野 西 中 央 部 の 

遺構 は 

0.5 

0.32 

034 

落ち 

lo79 胡 混 

弥生 土器 

出土 量 は 

No101 

本 的 に 、 三 原平 野 

黒色 系 土 を 遺構 面 と し た 遺構 を 確認 

われ る 。 遺物 は 出土 し て 

や や 礎 の * 

溝 と 落ち 状 遺 構 を 確認 し た 。 落 ち 状 遺構 か ら は コ 

検出 し た 溝 か ら は 

性 格 不明 の 落ち 状 遺 

小 土塊 を が 

浅い 溝 を 確認 し た 。 

状 遺 構 を 確認 し た 。 

扇状 地 特有 

ゝ な い 。 

を 遺 昆 じ る 黄色 系 

* 小 コ 

本 

の 黄色 系 粘 質 土 を 遺構 面 と し て 検出 し て いる 。 

し た 。 直径 55em、 深 さ 50m を 測り 、 建 

面 と 

15 世 紀 後 半 の 備前 

[や 褒 肌 て 

故地 上 に 位 

認 し た 。 遺物 は 出土 

(後期 ) が 多数 出土 し た 。 南 接する 賠 場 に 設 

079 に 比べ 非常 に 少な い 。 

小 土 撤 を 確認 し た 。 

0.142 

No152 

6160 

No174 宰 色 系 砂 質 土 を 遺構 面 と し た コ 

2 まとめ 

調査 の 結果 、 大 きく 2 ヶ所 で 遺構 ・ 遺 物 を 確認 し た 。 県 道 津 名 五色 三原 線 よ り 東 、 泡 池 

世 の 遺 構 ・ 遺 物 を 確認 し 、 遺 構 の 分 布 密 

われ る が 、 そ 

No166 浅い 潮 

溝 を 確認 し た 。 包含 層 か ら 土 師 質 ] 

落ち 状 遺 構 を 確認 し た 。 遺物 は 出土 

溝 を 確認 し た 。 遺 構 埋 . 

の 携 乱 は 堆積 状況 か ら 中 1 

を 確認 し た 。 遺物 は 出土 し て いな い 。 

F 撤 を 確認 し た 。 遺物 は 出土 し て いな い 。 

わか っ た 。 

遺物 を 確認 し た た め 立 石 遺 跡 と し た 。 南 部 に は 弥生 時 代 の 遺構 

調 

上 は 地 山 で あ 

世 以 前 

し て いな い 。 

じ り の 宰 色 系 土 を 遺構 面 と し た 土 撤 と 遺物 包含 

焼 播 殺 が 出 

置 し 、 標 高 16.5ー41.5m を 測る 田 

上 師 質 土器 片 が 出 コ 

上 し た 。 

物 を 構成 する 柱 穴 と 思 

し た 、 直 径 70am、 深 さ 45mm の 土 琉 を 確認 し た 。 

上 し て お り 、 中 世 と 思わ れる 。 

園地 帯 で ある 。 

層 を 確認 し た 。 包含 層 より 円 

し て いな り い 

る 黄色 系 粘 質 ] 

メス テ 

し た No80 で は 遺構 は 確認 され ず 、 包 含 層 も 土 突 

占 小 計 が 出土 し た 。 

Yo 

度 は 低い が 弥 

対象 地 東部 で は 中 世 の 遺 ・ 遺物 を 確認 し 、 中 央 南條 

人 > 

上 の ブロ ッ ク を 含み 、 失 乱 を 受け て いる と 思 

の も の と 思わ れる 。 遺物 は 出土 し て いな い 。 

式 右 鎮 1 点 、 

が 広がる と 思わ れる 。 

生 へ 中 世 の 遺 跡 で ある 木戸 原 遺 跡 が 

(No79) で は 弥生 時 代 後 

周辺 まで は 

広がる こと が 

の 遺構 

( 定 松 ) 
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調査 内 容 1 
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区 で は 古 

山 山 裾 か ら 平 野 部 に か け て の 標高 11.8520.28m を 測る 水田 か ら な 

遺構 また は 遺物 包含 層 が 確認 で きた 。 No 4 調 

区 で は 古代 と 中 世 前 半 頃 の 遺構 を 確認 し た 。 ま た 、No.27 

は 、 人 賀集 八幡 南 地 区 で 計画 され て いる 団体 営 賠 場 整 備 事 業 に 伴う 確認 調査 で ある 。 

区 を 30 ヶ 所 設定 し 、 重 機 ・ 人 力 併 用 で 進め て いっ た 。 
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さい か ど いし 

8 才 門 ・ 石 田 ・ 神 子 曽 遺跡 一 1 次 調査 

所 在 # 賀集 鍛治 屋 字 才 門 外 

事業 名 経営 体育 成 基盤 整備 事業 

担当 者 ! 崎 裕司 

種別 _ 確認 調 

調査 期間 平成 18 年 10 月 18 日 平成 19 年 2 月 5 日 、、 

調査 面積 約 368 問 (94 ヶ 所) 

1 _ 調査 内 容 

調査 地 は 三原 平野 南西 端 に 位置 し 、 論 鶴羽 山系 か ら 派生 する 扇 状 地 未 端 に 広がる 田園 地帯 で ある 。 調 

査 地 内 を 大 日 川 支 流 の 山路 川 が 北方 向 に 流れ る 。 

調査 地 北 東側 に は 明治 3 年 に 治 定 され た 第 47 代 淳 仁 天 皇 陵 が 隣接 する が 、 淳 仁 天 皇 陵 は 他 に も 諸説 あ 

り 定 か で は な い 。 調査 地 の 東 限 と な る 洲本 灘 賀集 線 ( 阿 万 バイ ペ ス ) 道路 改良 事業 に 伴い 、 才 門 ・ 石 田 ・ 

神子 匠 遣 跡 の 発掘 調査 が 兵庫 県 教育 委員 会 に よっ て 行わ れ た 。 特に 神子 曽 遣 跡 で は 縄文 時 代 の 土 撤 や 弥 

生 時 代 の 周 溝 幕 が 確認 され る な ど 大 き な 成 果 が あっ た 。 

平成 16・17 年 度 に 当 事 業 に 伴う 分 布 調査 を 行っ て お り 、 そ の 結果 を 受け て 確認 調査 を 行う こと に な っ 

た 。90 ヶ 所 に つい て は 2 X※ 2 m で 調査 を 行っ た が 、 4 ヶ所 に つい て は 野菜 の 作付 け 後 で あっ た た め 、 地 

元 と の 調整 の 結果 、 1 x 2 m で 調査 を 行っ た 。 

No112・113・119・128・129 で 埋蔵 文化 財 を 確認 し た 。 こ の うち No113・119・129 が 1 x 2 m の 調査 区 

で ある 。 

No113 で は 、 上 記 県 教委 の 調査 で 検出 され た 低 湿地 の 続き と 思わ れる 落ち (5・6 層 ) を 確認 し た 。 

律令 期 と 思わ れる 遺物 を 含む 。No112 は 地形 的 に 谷 筋 に 位置 し て お り 、 出 土 遺物 は 少な い が 低 湿地 の 続 

き と 思 われ る 堆積 層 を 確認 し た 。 

これ ら の 調査 区 と や や 距離 を お いて 、No128 を 中 心 と する 遺跡 範囲 が 確認 され た 。No128 で は 遺構 が 

検出 され 、 遺 構 埋 士 か ら 律令 期 と 思わ れる 土器 片 が 出土 し て いる 。No129 で は 南北 方 向 の 溝 が 検出 され 

た 。 た だ し 出土 遺物 は 無く 、 時 期 は 不明 で ある 。No119 で は 出土 遺物 は 少な い が 、 包 含 層 を 確認 し て い 

る 。 

No71・92 は 石田 遺跡 に 最も 近い 調査 区 で ある が 、 と も に 埋蔵 文化 財 は 確認 で き な か っ た た め 、 事 業 対 

象 地 内 に 遺跡 が 大 きく 広がる こと は な いと 判断 され る 。 

No 7 ・68 は 神子 前 遺跡 に 最も 近い 調査 区 で ある が 、No 7 は 表土 直下 が 地 山 面 で 開発 に よる 削 平 を 受け 

て お り 、No68 は 低 湿 地 で あっ た こと を 示す 厚い 堆積 土 が 見 られ た た め 、 事 業 対象 地内 に は 神子 曽 遺跡 は 

広がら な いと 判断 され る 。 

2 まとめ 

調査 地内 に は 東 か ら 西 に 向かっ て 蛇行 する 周囲 より や や 低い 園 場 が 幾 通 りか 見 られ 、 旧 河道 が あっ た 

と 推定 され る 。 ま た 低 湿地 状 の 土壌 堆積 を 示す 調査 区 も 多く 、 水 の 影響 を 受け や すく 、 水 は け も 悪い 場 

所 で 、 居 住 に 適し た 場所 は 少な か っ た と 推定 され る 。 
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2.5Y641 商 灰 色 砂 質 土 ( 床 土 ) 

5 層 と 2 農 援 乱 状 に 混じる 

5 骨 と 7 贈 混 し る (腐り 礎 含 む ) 

2 る.5Y3/71 時 褐 色 粘 秒 質 土 (遺物 少し 含む ) 

2.5Y471 黄 灰 色 粘 砂 質 土 (腐り 礎 含 わ ) 

2.5Y676 明 黄 褐色 隊 混 砂 質 土 (2 5 cm 大 の 礎 、 腐 り 礎 含む 、 

地 山 ) 

10YR671 褐 灰 名 砂 質 士 と 10YR6/8 明 黄 揚 色 細 紗 質 圭 混じる 

(Fe 少し 沈 薄 、 床 土 ) 

10YR571 褐 灰色 秒 質 土 (遺物 多く 含む) 

2.5Y671 褐 灰色 秒 質 土 と 5 層 混 し る (人 遺 措 埋 土 ) 

2.5Y648 明 黄 褐色 粘 砂 質 土 (Fe・Mn 少し 沈着 、 地 出 ) 

2.5Y471 黄 灰 色 砂 質 土 と 3 層 拉 乱 状 に 混 し る (近世 の 遺物 含む ) 

3 層 と 4 層 携 乱 状 に 混じる 

2.5Y671 黄 灰 色 砂 質 土 (Ma 少し 沈 薄 ) 

2.5Y778 黄色 砂 質 土 (Ma 沈着 、 地 出 )
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土 が 貼ら れ て いた 。 時 期 は 近世 末 か ら 明 治 時 代 頃 と 思わ れる 。 採 集 資 料 に 「 淡 陶 株 式 会 社 」 で 生産 され



た 厚 さ 1.4am の 湿式 タイ ル (17) と 1.0am 前 後 の 乾 式 タ イル (18) が ある 。 裏面 に は それ ぞ れ クン シン 目 と 格 

子 目 + 千 鳥 の 刻印 が 残る 。 タ イル 生産 は 明治 40 年 へ 明治 末 に 湿式 か ら 乾 式 タ イル へ と 変化 し (『 環 平 替 

窯 跡 』 兵庫 県 教育 委員 会 2005 年 )、 こ れ ら の 資料 は 過 渡 期 に 作ら れ た 資料 と 考え られ る 。 

2 まとめ 

。 中 世に つい て は 判然 と し な い が 、 

(坂口 ) 集落 の 一 部 を 確認 し た と 考え られ る 。 

本 調査 に より 、 中 世 と 近世 末 か ら 近 代 に か け て の 遺構 を 確認 し た 

近世 末 か ら 近 代 に か け て は 掘 立柱 建物 や トイ レ 遺 構 な 

・ ぶ ( 周 該 さ 

1/10 *10・ 介 は S$ 

(Ss1/4 

2 (小穴 34) 1 
・10 ( 操 乱 土 白 2 お 

0) 
6 

・13 
19 

・14・15・16 (遺物 包含 層 ) 
(表面 採集 ) 

*4・12・13・16・17・18・19 は 素地 

(小穴 2 
4・5 
8・9 
18 

1 
3 
7・8・ 
17 
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